研究発表③ 医療情報・管理・運営・教育部門 座長集約 by 磯田 康範
報告 
 








研究発表② MRI部門 座長集約 
八戸赤十字病院 大澤 哲平 
















研究発表③ 医療情報・管理・運営・教育部門 座長集約 
松江赤十字病院 磯田 康範 
報告 
 






























- 29 - 
 
置トラブルの予兆、予防に繋がる。その結果、従来と比べ 40%修理時間の短縮が知られた。予防メンテ
ナスはこれからの保守管理の方向性になるものと思われる。ただ、このメンテナスシステム構築するこ
とで保守費用の縮小が図られることを期待したい。 
演題 16． 
磯（那須）らは、電子カルテシステムの導入が図られたことで、このシステムについてマニュアル作成
を行った。特に電子カルテシステムの停止時の対応は紙カルテ運用となるため、業務指示や請求漏れな
どを踏まえた簡潔性を求めた工夫を報告した。電子カルテシステムはどの部門システムが停止しても病
院全体が機能停止する重大な災害となる。システム停止中の運用と復旧後の運用も必要であり、紙運用
でのカルテシステムの事後入力、それらの権限決定、病院の医療情報部との連携など多くの運用構築を
しておくことが重要である。近年、おおくの災害が発生している中でこれらの準備は急務といえる。 
